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後継永久歯の所出に伴い,乳歯歯根は生理的に

吸収をおこし,永久歯列に交代していく｡一方,

永久歯では乳歯にみられるような著明な歯根吸収

が,生理的にみられることは極めて稀で,エナメ

ル上皮腫の ような腫疫や,歯原性嚢胞, あるい

は,炎症などの顎骨病変に付随しておこることが

多いとされている1)｡ その原因については,未だ

明らかでない点も多いが,矯正治療時に歯根の吸

収がみられる事1)2)や,後継永久歯の欠如,あるい

は埋伏で乳歯の晩期残存をおこす事3)などから,

歯根に加わる圧が重要な因子と考えられている｡

しかし,上顎犬歯前出の場合は,その歯冠が側切

歯の歯根を圧迫しながら薪出してくるにもかかわ

らず,そのために側切歯の歯根吸収をきたしたと

いう報告は極めて少ない4)5)0

今回,,我々は,上顎永久犬歯の埋伏により上顎

永久切歯の著明な歯根吸収をきたした-症例を経

験したので,若干の文献的考察を加えて善良告する｡
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症 例

患者 :11歳女性｡

初診 :昭和 56年 8月26日｡

主訴:_釘且の動揺｡
現病歴 :6カ月前より両側上顎側切歯の動揺に

気づいていたが,痛みがないため放置｡ しかし,

その後さらに動揺が 増加 して きたため 開業医受

診｡ レン トゲン診査にて, 上顎永久切歯の歯根吸

収を指摘され,当科紹介された｡

既往歴 :特記事項なし｡

家族歴 :特記事項なし｡

硯症 :全身所見および口腔内所見では特に異常

を認めない｡

口性内所見では,図 1の如 く混合歯列で, 両側

上顎永久犬歯は未前出であった｡ 上顎切歯の歯冠

はほぼ正常の大きさで, 側切歯に倭小化の傾向は

認められなかった｡ 両側上顎側切歯には,近遠心

的および眉舌的に著明な動揺を認めたが, 両側上

顎中切歯には動揺を認めなかった｡歯髄のバイタ

ルテス トでは,両側上顎中切歯には反応が認めら

れたが, 両側側切歯では反応が 認め られな かっ

た｡ しかし, 側切歯の歯牙の変色等は認めなかっ

た｡

パノラマⅩ線写真所見では,初診時, 図2の如

く両側とも永久犬歯は その歯冠を中切歯 と側切歯

の歯根に向けて埋伏 しており, まだ根尖は完成 し

ていなかった｡また,埋伏犬歯歯冠部に嚢胞等の

異常所見は認めなかった｡ 上顎側切歯では歯根の

大部分が消失 しており,また, 中切歯でも根尖の

吸収が認められた｡

図 3は患者が8歳時のパノラマⅩ線写真で, 上

顎犬歯は側切歯歯根の上方にあり,切歯の歯根吸

収は認められない｡ しかし, 右上顎側切歯に比較

して,他の切歯根はやや短いと思われる｡ また,

上顎乳犬歯はすでに脱落 しており,永久犬歯の所

出スペースの不足が予想された｡

臨床診断 :犬歯の所出異常による切歯の歯根吸

収｡

治療方針 :両側上顎側切歯は保存不可能な まで

に吸収が進行 しているため抜去 し,その後,両側

図 1 初診時口腔内所見

図 2 初診時レン トゲン所見

図 3 患者8歳時のレントゲン所見

上顎犬歯を誘導所出させ,後に必要があれば犬歯

の歯冠形態を修正する｡

処置および経過

昭和 56年 10月9日,局所麻酔下にて側切歯を

抜去 し,犬歯の開窓術を行ない,同時に,Direct

bonding system の metalbracketを歯冠に

装着した｡抜歯約 1カ月後より, 図4の如 く矯正
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図 4 両側犬歯誘導時口腔内所見

図 5 犬歯誘導終了時口腔内所見

図 6 犬歯誘導終了時レントゲン所見

科にて犬歯の誘導を開始 した｡ また, 同年12月

には,両側下顎小臼歯部の叢生の治療のため両側

下顎小臼歯抜去を行なった｡

図5,図6は約2カ月間にて犬歯誘導をほぼ終

了 した時の 口軽内所見とパノラマⅩ線写真 であ

る｡ 口駐内写真で わかる とおり,1止には 全 く

Bracketを装着せず,矯正力は加えていない｡ し

かし,X線写真に認められるように,上顎中切歯

うう

図 7 インプラント実施1年半後の口腔内所見

図 8 インプラント実施1年半後

の歯根吸収が初診時よりやや進行 しており, この

頃より両側上顎中切歯の動揺を認めるようになっ

た｡

さらに約6カ月間,_11 と云Tiiの早期 接触部の
削合等の処置を行ないつつ 中切歯の経過観察を行

なったが,動揺は弱まる傾向がなく, そのままで

は保存不可能になると判断されたため,昭和57年

6月17日,局所麻酔下にて,バイオセラムアンカ

ーピンを使用 して歯内骨内インプラントを実施 し

た｡

術後の経過は良好で前歯部歯肉に発赤等の炎症

所見はなく, また,両切歯とも,動揺,打診痛,

唆合痛は認めなかった｡ 図7,図8はインプラン
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ト実施 1年半後の口腔内写真及びデンタルⅩ線写

真である｡現在も歯牙の動揺等もなく正常に機能

している｡

考 察

表 1はⅩ線写真上における永久歯の生理的歯根

吸収の頻度についての報告である｡Ketcham6)は

1%,Rudolph7)5%,Becks8)32%,Massler&

Malonel)86.4%に認められるとしており,また,

矯正治療後には吸収の頻度と程度もさらに上昇す

衷 1 文献による歯根の吸収頻度

*矯正治療前と清廉後で同じ人を対象としている

ると報告している｡Masslerl)らは, 永久歯の歯

根吸収をおこす素因は個人差があり,吸収のおこ

りゃすい人とおこりにくい人がいるが,歯根の吸

収自体は,決して今まで考えられている程稀な現

象ではないと述べている｡

Newman9)は,歯根の吸収と遺伝的因子,全身

的な因子,不正吹合, とくに吹合性外傷をひきお

こすような吹合, ならびに矯正治療とのかかわり

について調べているが,全身的な因子および不正

唆合の歯根吸収への影響については確認できなか

った｡しかし,遺伝的因子に対する家系調査では,

37家族のうち6家族に優性遺伝のパタ-ンが認め

られ,サンプルは少ないが, 明らかな遺伝的因子

の関与が認められ, また,これらの患者の矯正治

療後では,歯根吸収の頻度,程度とも,一般集団

のものより増加していると報告している｡ このこ

とより,歯根の吸収に関しては機械的な圧力と遺

伝的因子が作用していると考えられる-0

犬歯や智歯の場合,所出過程において隣在歯の

根を圧迫することは日常の現象であるが, それに

より歯根の吸収を認める頻度は,NitzanlO)の報

告では7.5%と低 く,また,男性の吸収頻度が高

いことより,圧以外の全身的因子, たとえば,ホ

ルモン等の因子の関与も考えられる｡福原11)は,

埋伏歯による吸収は,庄以外に系統発生学的に退

化傾向にある壌小側切歯の場合に吸収されやすい

のではないかと報告している｡しかし,Newman9)

の報告では,歯根の吸収を受ける頻度は,上顎中

切歯,上顎第二小臼歯,そして,次に上顎側切歯

となっており,必ずしも上顎側切歯が吸収されや

すいという結果は得られていないようである｡

また,犬歯埋伏の原因としては,従来, 所出ス

ペ-スの不足が唯一の原因とされて きましたが,

Jacoby12)によれば, 屈側への埋伏歯については

スペースの不足が原因と考えられるが,口蓋側へ

の埋伏については,歯陸が口蓋側に形成される可

能性は低 く,また,犬歯前出に充分なスペースの

ある症例が多いことから,上顎骨の過成長,側切

歯の発育不全あるいは栓状歯,側切歯または小臼

歯前出の刺激などによりできに過度のスペースの

ために,骨内で犬歯が口蓋側に動 くことができる

ようになったためという考えを提唱している｡

今回の症例についてみると,全身的因子および

遺伝的因子については,歯根吸収と関係すると思

われるものは確かめられなかった｡局所的条件と

しては,側切歯には倭小化の傾向はなく,歯根長

が正常な右側側切歯も,ややそれより短い左側側

切歯も同様に吸収されていた｡さらに, 吸収を受

けた部位が犬歯歯冠と近接しており,しかも,犬

歯の歯根は未完成で前出過程であること, および

犬歯の歯冠部に病的変化が認め られ ない ことか

ら,犬歯の萌出力が直接的に歯根におよんで吸収

をきたしたものであろうと考えられた｡

このような症例の治療には早期発見が最も重要

だが,著明な歯根吸収があるにもかかわらず, ほ

とんど痛み等の自覚症状なく,歯牙の動揺により

初めて気づく事が多いので,レントゲン診査以外

での発見はほとんど不可能と思われる｡従って,

この症例のように犬歯の前出スペースが なく埋伏

する可能性のある場合には,篠倉5)が述べている

ように,混合歯列期,とくに側方歯群交換期にお

けるパノラマⅩ線写真による診査が重要と思われ
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る｡また,永久犬歯の歯陸の位置が確認され, そ

の節出方向が永久切歯に向かっていく可能性があ

ると判断された場合には, いたずらに観察期間を

延ばすことをせず,矯正専門医と相談の上,積極

的に犬歯の誘導を行ない,場合によっては連続抜

去を行なうことが望ましい｡尚,歯根吸収をおこ

してしまった歯牙につい ては, 保存可能な もの

は,歯内骨内インプラン トや補綴的手段により,

できるかぎり保存するよう努めるべきで あろう｡

結 語

上顎永久犬歯の埋伏により上顎永久切歯の著明

な歯根吸収を きた した稀な-症例を経験したの

で, その経過に若干の文献的考察を加えて報告し

た｡

症例は11歳, 女性で,且且の動揺を主訴として

当科受診｡ レントゲン診査にて,両側とも永久犬

歯はその歯冠を中切歯の歯根にむけて埋伏してお

り,且根尖夕を,刃根尖}i,11根尖ケ4,且根尖多才の
歯根吸収が認められた｡ 犬歯の歯根は未完成で,

嚢胞等の異常所見は認められなかったため, 犬歯

の所出異常にともなう吸収と考えられた｡ 尚,刺

切歯に倭小化の傾向は認められず, 患者8歳時の

パノラマⅩ線写真では,1止等の根が やや短いよう
だが,いずれの切歯にも歯根の吸収は認められな

かった｡

処置としては, 保存不可能である旦且を抜去す

るとともに, ji3_の開窓および誘導を行なったo

ILlについても,動揺が認められたため, 歯内骨

内インプラン トを実施し保存 した｡現在,インプ

ラント実施より1年半経過した上1, および,側

切歯相当部に誘導前出させた_3L3_は ともに動揺等

もなく正常に機能している｡
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